
科学研究費補助金の研究課題の評価 

評価の仕組み 

　科学研究費補助金の審査・評価については、公平さ、透明性及び効率性の確保につい 
て向上を図るために、たえず制度の改善を行っています。 

【文部科学省】 【日本学術振興会】 
例：特別推進研究 例：基盤研究（A） 

国際的に高い評価を得ており、格段に優れた成果をもた 
らす可能性のある研究 

1人又は複数の研究者で行う独創的、先駆的な研究 

申請総額：5億円程度までを目安とするが、制限は設けない 
研究期間：3～5年 

申請総額：2千万円以上5千万円以下 
研究期間：2～4年 （ ） 

（ ） 

公募～申請 公募～申請 

研究開始～推進 研究開始～推進 

科学技術・学術審議会による評価 

科学技術・学術審議会による評価 

科学技術・学術審議会による審査 

学界・社会による評価 

学界・社会による評価 

科学研究費委員会による審査 

レフリー（第三者）評価 書面審査 

委員会形式による合議審査 委員会形式による合議審査 

ヒアリング課題の選定 

ヒアリング 
委員会形式による合議審査 

（外部の研究者による書面審査） 

（不採択の場合は理由を通知） 

実績の概要報告（毎年度） 

国内外の学会等への自主的な発表 

書面審査 
ヒアリング 

ヒアリング 

現地調査 

国立情報学研究所で情報提供 

実績の概要報告（毎年度） 

国内外の学会等への自主的な発表 

国立情報学研究所で情報提供 

成果報告 国内外の学会等への自主的 
な発表 
シンポジウム等 

出版物 

特許 

・報告書の概要は国立 
　情報学研究所で情報 
　提供 

・報告書は国会図書館 
　に献本し、閲覧可能 

不採択の場合は希望者に対し第1段 
審査（書面審査）のおよその順位と、 
第1段審査の評定要素である「研究 
内容」及び「研究計画」について、 
それぞれの素点の平均点等を開示 

事前評価 

中間評価 

事後評価 




